
2年 時 「ブ毘ジェクトワーク」活動報告

「総合的学習の持関J委員会 深津孝之}11よ有正松井一夫丹羽美由紀

本弓議之建元議選手工藤雄南 中村真由美

黒岩鍵一

平成23年度から新課程の移行をスムーズに行うため、教育課程の変更を行った。 1'"'-'3年次まで各1単位で、

行ってきた総合的学習の時間を 2年次で2単位とした。今年度は総合的学習の時間の中心的活動として「プ

ロジ、エクトワークJを行った。この活動を議して多くの生徒は探求的活動の考え方や方法などについて意識

を高めることができた。

キーワード:総合的学習の時間? 課題解決活動 プロジェクトワーク

1 .はじめに

本校ではE年次にl単位、 2年次に 2単位の総合的学

習の時間をおいている(平成22年度入学生)。授業担

当者は2年次4クラスの担在・謝担任である。平成23

年度は総合的学習の時間にプロジェクトワークを実擁し

た。プロジェクトワークの活動を援り返り、今後の総合

的学習の時間の内容を検討する際の材料とするためにそ

の評価を行った。なお、本項の一部は本校編著「新時代

の総合学科J (p39-p41)に掲載されている内容を再

構成したものである。

2. プロジェクトワークの概要

1， 2学期で行う、プロジェクトワークは3年次に実施

する卒業研究につながる取り組みとして位置づけた。卒

業研究で最も大変なのが自分のテーマを決めることで、

近年テーマ設定でつまずく生徒が多くみられる。そこで

このプロジ、ヱクトワークでは教員の提示したテーマにつ

いて課題解決を進めながら、考えることについて学ぶこ

と、身の回りにある課題に自を向けそれらのことについ

て自分の考えを持つことなど課題設定の基本的な態度の

習得を自指した。内容については担当教員の得意なこと、

興味のあること、好きなことを自由に設定し、担当者も

楽しく授業を行うことができるような体制をとった。表

lに担当者ごとのテーマ一覧を示す。

総合的学習の時間は土曜自に150分の3時間で行われ

る。年間で20日程度が捜業日となり、 2単位相当である。

そのうちプロジェクトワークは1. 2学期の15日間の約

45時間を配当した(長期体業中の活動も数日行った)。

3. 本授における総禽的学留均時間の位麓づけ

総合的学習の時間は本校キャリア教育の、 2年次にお

ける中心的な役割を担うものと位機づけられている。 1

年次の産業社会と人間・キャリアデザイン、 2年次の総

合的学轡の時間、 3年次の卒業研究を本較ではキャリア

教育のコアとして次に示すような流れで顧問し、年次ご

とにキャリアを支える基本的態度の育成を目指している。

。「キャリアデザイン・産業社会と人間j

(を核としてl年次)では

基本的学習・生活習慣(セルフマネジメント力)、報

告書の書き方や発表の方法、情報収集、資料整理など探

求活動に必要となる基本的スキルおよび論理的かつ構造

的に考えを組み立てことのできる思考力(クリテイカル

シンキング)の基盤獲得を目指す。また、自らの生き方

・あり方について考え、自分と向き合うことのできる姿

勢を養う。

。「総合的学習の時間J (を核として2年次)では

1年次で身につけた「ベースJをもとに、そのレベル

アップを図る。他人(教員や生徒)との相対的な価値観

のやりとりを通して、自らの価値を創造する機会を提供

する。

@r卒業研究J (を核として3年次)では

課題発見、課題解決の実践力を獲得するとともに、自

らの{函館(物事を判断するための考え方・意志)を自ら

が認識し行動できる力の獲得を目指す。
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表 1 プロジェクトワークのテーマ一覧

担当者 テーマ/内容

松井 埼玉県にゆかりのある人物の伝記をつくる

深津 社会貢献活動を体験するボランティア・福祉・災害支援~

丹羽 おみやげの配り方は何通り?-確率・組み合わせ論一

本弓 映画をみて考える

工藤 風力発電やエコカーの将来を予想、しよう など

建元 アジア隣人プログラム

JII上 小さな平和構築を考える

黒岩・中村 aプロジェクト

このように総合的学習の時間を学校の中心的な学びの

ーっと位躍づけることによって、総合的学留の時間は本

校にとってどうしても必要なものとして機能している。

(本校編著 f新時代の総合学科j より)

4.プ口ジェクトワークの評儲

今回のプロジェクトワークにおいては前項で示した役

割を達成するため、次のような目標を設定し活動を行っ

た。

-多様な視点の獲得および課題発見力の向上

・線題解決方法(目標設定・解決へのための考え方)の

脊成

-主体的に学ぶ態度の育成

・課題解決に協同して臨む態度の育成

これらの目標がどの程度達成できたかを評価する方法

として一般的によく用いられるのは、生徒に対するアン

ケートおよび授業者の主観的な考察である。このような

方法によって正しい評価が可能なのかという疑問は残る。

ただ次年度以降、総合的学習の時間を運営する教員が授

業計調を作成する場合の資重な資料となる。実際の授業

は数多くの試行錯誤から生まれてくるものであるから、

4 つの実践の結果をできるだけ細かく報告し引き継ぐこ

とは教育の現場にとっては意味のあることだと考える。

プロジェクトワークについても生徒全員に対して質問

紙によるアンケート調査を実路した。また授業者はその

アンケート結果をもとにして捜業の考察を行った。(資料

1"'-'資料 8)

アンケートは上位項目を f学習内容の撮り返り j およ

び f学習成果の振り返りj として、それぞれに次のよう

な下位項目を設けた。

「学醤内容の握り返り j

Q 1 : (横断的・総合的な学びひとつの境界に躍定

されない、幅広い分野の知識や技術を、横断的・総合的

に学ぶことができた。

Q2 (探求的な学び何かについてより深く考え、答

えを探し求めることができた。

Q3 (目標の把握):そのプ口ジェクトが目指す f目標j

について、具体的に意識しながら活動ができた。

Q4 (主体的な課題発見・設定目標を達成するため

に、解決するべき「課題」は何なのか、自分で考え、探

すことができた。

Q5(主体的な思考と判断): r課題解決」のために何が必

要か、自分で考え、判断することができた。

Q6 (主体的な学び課題解決Jのために必要な知

識や技術を、自分から学ぶことができた。

「学習成果の振り返り」

Ql(学び方・考え方):何かを学んだり、考えたりする方

法を、新たに身に付けることができた。

Q 2 (在り方・生き方自分がどうあるべきか、これ

からどう生きていくべきか、以前よりも、考えるように

なった。

Q 3 (課題発見身の回りにある「未解決の課題Jに

ついて、以前よりも気がつくようになった。

む4 (主体性何かの問題を自分の手で解決したり、

明らかにしたいと、以前よりも思うようになった。

円。
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表 2 生徒アンケート結巣

設偶項自 「学器内容の振り返り J 禽定的毘答 否定的回答

Ql (横断的・総合的な学び)

ひとつの境界に限定されない、幅広い分野の知識や技椛を、横断的・総合的 79.3% 20.7% 
に学ぶことができた。 (n=150) 

Q2 (探求的な学び)

向かについてより深く考え、答えを探し求めることができた。 告2.0% 8.0% 
(n =150) 

Q3 (目標の把握)

そのプロジヱクトが目指す「自様j について、具体的に意識しながら活動が
79.5% 20.5% 

できた。 (n=151) 

Q4 (主体的な課題発見・設定)
呂擦を達成するために、解決するべき「課題j は荷なのか、自分で考え、探 72.2% 27.8% 

すことができた。 (n =151) 

Q5 (主体的な思考と判断)
「課題解決j のために何が必要か、自分で考え、判断することができた。 78.7% 21.3% 

(n=150) 

Q6 (主体的な学び)
「課題解決j のために必要な知識や技能を、 自分から学ぶことができた。 72.0% 28.0% 

(n=150) 

設問項目 「学習内容の振り返り j 肯定的回答 否定的回答

Ql (学び方・考え方)
何かを学んだり、考えたりする方法を、新たに身に付けることができた。 93.4% 6.6% 

(n=151) 

Q2 (在り方・生き方)
自分がどうあるべきか、これからどう生きていくべきか、以前よりも考える 68.2% 31.8% 

ようになった。 (n=15J) 

Q3 (課題発見)
身の回りにある「未解決の課題」について、以前よりも気がつくようになっ 70.2% 29.8% 

た。 (n=15J) 

Q4 (主体性)
何かの問題を自分の手で解決したり、明らかにしたいと、以前よりも思うよ 76.2% 23.8% 

うになった。 (η=151) 

Q5 (創造性)
何かの問題を解決したり、明らかにするための新たな方法について、以前よ 76.8% 23.2% 

りも考えるようになった。 (n=151) 

Q6 (協同性)
何かの問題を解決したり、明らかにするために他者と協力することの重要性 86.1% 13.9% 

を、以前よりも感じるようになった。 (n ニ 151) 
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Q5 (創造性何かの問題を解決したり、明らかにす

るための新たな方法について、以前よりも考えるように

なった。

Q6 (協同性何かの問題を解決したり、明らかにす

るために他者と協力することの重要性を、以前よりも感

じるようになった。

「学習内容の撮り返りJQ 1 "-'Q 6および「学習成果

の振り返り JQ 1 "'-'Q 6について「そう思う、まあそう

思う、あまりそうは思わない、そうは思わないJの4件

法による回答を求めた。また、 fあなたは、 「プロジェ

クト・ワークJを通じて、{可を得たと思いますか?そし

てあなたは、それを、この先の人生でどう活かせると思

いますか。自iおに記述して下さい。』という自由記述の

項目も設けた。

表2，:生徒アンケートの結果を示す。 4件の回答を

fそう思うまあそう思うj を常定的問答、 「あまり

そう思わないそう思わないJを否定的回答としてま

とめている。アンケート結果について特徴的な点に絞っ

て評価する。

まず f学習内君主の振り返りj について、探求的学びの

項目(告すかについてより深く考え、答えを探し求めるこ

とができた)について特に常定的罰答が多かった。持じ

ように「学轡成果の振り返り」では学び方・考え方(何

かをt学んだり、考えたりする方法を、新たに身に付ける

ことができた。)について9割を越える生徒が肯定的回

答であった。この結果から各活動(テーマ)がプロジェ

クトワークで目標のー A っとした課題解決の方法つまり探

求的学びについて知る機会となったといえよう。それら

課題解決活動が主体的であったという回答も8割に達し

ていることから、生徒遥は活動に積極的に参加したとい

えるだろう。

一方でプロジェクトワークの第一目標とした「多様な

視点の獲樽および諜題発見力の向上j については設問項

目「学習成果の振り返り j のQ3(身の回りにある「未

解決の課題」について、以前よりも気がつくようになっ

た。)の肯定的回答が7割程度にとどまっている。プロ

ジェクトワークは教員の設定したテーマに治って課題解

決を進める会動であるため、課題発見について生徒の意

識を発壊させるプロセスが明確で、なかったことがこの結

果となって現れているものと考えられる。第一の宮壌が

達成で、きなかった点については十分にま省し、今後改善

すべき課題である。
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プロジェクトワークの呂擦のうち「課題解決に協同し

て臨む態度の育成j については設問項呂「学習成果の振

り返り」のQ6(何かの問題を解決したり、明らかにす

るために他者と協力することの重要性を、以前よりも感

じるようになった。)の肯定的回答が86.1%であること

から、この点については目標は達成されたと判断できる。

今回のテーマの中には、主に個人での課題解決活動が中

心であったものもあるため、その分を考巌すると十分に

満足できる結果といえるだろう。

5.おわりに

プロジェクトワークは平成23年度初めて実施した内

容である。このため担当者も試行錯誤を繰り返しながら

授業を組み立てることとなった。学校に総合的学習の時

間を専門に行う教員はいないわけであるから、担当させ

られた教員に授業計画やその実施などの運営がすべて任

せられることになるとかなりの負担になる。担当となっ

た教員が外れくじを引いた思いで授業をやれば、当然生

徒にとってもまた教員自身もおもしろくない時間となっ

てしまうであろう。これが総合的学習の時間が定着しな

い原因の一つでもある。今回のプロジェクトワークは総

合的学習の時間の持つそのようなマイナス面をできるだ

け少なくするため、担当者の得意なことやってみたいこ

とをテーマとして設定し、担当者自身も楽しみながら活

動が行えるよう配癒した。授業者がそのテーマについて

考えること諜題解決を進めることを楽しみ、生徒達に対

価のともなわない学びの楽しさを伝えることも目指した。

この点についての評価は材料が少なく、ここで報告する

ことができなかったが、アンケート調査での自由記述部

分などから生徒の考えを分析してみたいと考えている。

プロジ、エクトワークを通して卒業研究の課題設定および

課題解決の過程における生徒の戸惑いが少しでも低減さ

れるのではないかと期待している。



〈資料 1) 

H23年護 2年衣襲撃金約な学欝の鶴関 fブ諮ジェヲトワークJ I襲鷺 -1題意書

。プロジェクト名:1魁埼玉擦にゆかりのある人轄について伝記を作る

O~亀体的な活動内審〈害援護委〉

4}寺中旬 -5J号上旬:ま審議幾出島にゆかりのある入機の遊建〈一部主義混雑(1)枠を越えた生笹もい

た。) / 5月上旬 -7月上趨:選定した人奇襲の護憲議やさ主審織について学欝を行った。〈歴史的事実

的確欝) /ち島中鋳:埼玉藤平総資料鐙を事dJ脅して、資料範的活照方法を学び、資料館学裳換

の援護を鉢醸した。/ 7J寺下音響 -8}寺上旬:遜3をした人畿のゆかりぬ地を勧鶴し、インタピューを

遂じて毒事爽確畿や資料館や範議室館などめ鞄賭した。/ 8J寺中麹:ゆかりの婚の鶴間報告の発義

金を饗B撃した。/ 9月-:これまでに駿築した毒事擁襲警犠をもとにし、それを難材にした低記を鰐作

した。/ 10島中暫:i審議議長霊童5をと艶繕め鱒季語畿で経誕解体のため的方法や麟惇活動について

むとントを学筆農の先生命援護から学んだ。/れ丹下章容:ーそれぞれの製作物の鰭子S要件と灘じ

込みを行い、さらに発畿報告重量を行った。

。きた畿の畠己静瀦集軒 I(趨替数〉

L 以下の環器が実現できたと患うか。

活動自機の 主体的雛趨 主体的態勢
主体的学習機控訴的学欝 探求的学饗

絶警護 発箆 戦iJI新

肯定 13 15 14 13 16 14 

否定 3 1 2 3 。 2 

一一一

0生徒の自己評髄集計 11 (回答数)

11.以下の項目について学習成果があったと患うか。

学び方・考え 在り方・生き 課題発見力 課題解決意
解決への創 解決への協

方を学ぶ 方を考える を高める 欲を高める
造性を高め 働指向を高

る める

肯定% 16 8 8 14 11 12 

否定弘 。 8 8 2 5 4 
司 J 一

0実践内容の標題と拠雷

個人の活動と全体活動のバランスとスピードを盤えることが大切である。

各活動には生徒個人の意欲にばらつきが有り、夏休みのゆかりの地の動開活動に歪つては、生

徒自身の活動がすべてである。但し、報告発表会では、それぞれ環境を踏んでいるという自信から発

表内容も充実し、発表態度も貯ましい状況であった。

博物館の利用は憲議漂い。他の先生や学芸員の方の授業などは生徒自身も興味深く聞き入っ

ていた。

創作活動iま私にとっても専門外であり、あまり指導的なことはできなかったが、生徒は離しみながら

活動していた。
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(資料2)

H23年度 2年次総合的な学饗の韓関 fプ口ジェクトワークj 銀盤舗捷蜜

Oブ口ジェクト名:2.社金賀語家活動に参加する

0具体的な活動内容(概略〉

.NPOやボランティアについて学ぷ。

組募金活動や、 NPO活動の現場を鉢鞍する。

m身近な社会の簡閣に対し、自らその解決法を考え活動する。

0生誕の自己都鱒集計 I(問答数〉

i 以下の項目が実現できたと思うか。

活動自榛の 主体的課題 主体的思考
機新的学欝 探求的学習 主体的学習

抱擁 発見 判断

構定 20 21 18 17 19 18 

否定 1 1 4 5 3 4 

。生徒の島己評鋸集計 11 (鴎答敏〉

日以下の魂留について学習成果があったと思うか。

解決への創 解決への協
学び方・考え 在り方・生き 課題発見力 諜題解決意

造性を高め 働指向を高
方を学ぶ 方を考える を高める 欲を高める

る める

肯定 22 16 19 15 17 22 

否定 。 6 3 7 5 。

0実践肉容の謀題と拠雷

本テーマは(財)日本財団の全面的な協力の下に授業を行った。授業を進めるのもできるだけ自本

財臨の磯良部皆さんにお願いし、実際の議場の感覚をできるだけ生徒に伝え、リアル惑を持ってプロ

ジェクトに関われるよう配撮した。 1学期は実際に街頭募金を行ったり社会描技施設を訪問したりす

るなど、社会賞献活動について体験を過して理解を潔められるようなプ口グラムを行ったo 1学期の

後半から6つの斑を樋鱗し、自分たちで異体的な社会貢献活動を立ち上げる活動をはじめた。夏休

みには合議を行って自分たちのプランを進める準舗も行った。この活動は予想以上に生徒にとって

灘しいものであったようである。自分たちでも取り組めるだろうと患って設定したテーマであっても多く

の援があり、患うように活動を進めることができず、活動に対する意欲も種下していった。そのような

中、調入や活動斑ごとの語接、プロジェクトに対する助震などを積極的に行った。グループによっては

学校外のグループやNPOとも連絡を取り、具体的な活動に発展していった。

生徒の怠己評鍾立のf学び方・考え方を学ぶjおよびf棋盤解決への協働指向を高めるjに対して

金負が禽定的関筈をしているのは、プロジェクトワークの自揮に対して本活動が有効に機能したこと

を示しているといえるo一方 f標題解決意歓を高めるjという点では解決にあたって圏難が生じた場

合すぐにあきらめるという本校生徒の傾掲のー識が現れているといえるかもしれない。
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(資料3)

持23通事.Il 2年次総合的怠学欝の鶴襲警 fブ臨ジェクトワーウj

Oプcジェクト名:3.審議率鍾組み合わせ重量について脅える

震護笛縫望書

。糞鉢的怠活動向響〈難題審〉

ブルーパックスf離散数学官教えよげ護審議むをもとに幾重量を援賭した.接3撃では時簡をかけて，公

式や定還を蕗分で議事審錯すことを盟議とし，公式や数式の重意味を纏解することを織持した偉 4人ずっ

ちグJしープを倖仏尋人で賂襲撃を帯える移籍ですすめた.行った興饗 l;t，①並び方を考える②選び方

を考える③遂露震を教える⑧分鶴の仕方を教える⑥RiSuPiaJ盟主幹である.

。生提の藷己解嬢集計 i

i 以下の壊自が実漢できたと患うか。

活動閤機的 主体的課臨 主体的思考
機断的学官 探求的学習 主体的学習

把握 発奥 判断

常定覧 8 22 15 14 15 15 

否定覧 16 2 9 10 9 9 

。生徒の島己静観集計 11

H. 以下の項自について学響成果があったと患うか o

解決への郵 解決への協
学び方・考え 在り方・生き 諜題発見カ 課題解決意

造性を高め 働指向を.
方を学ぶ 方を考える を高める 欲を高める

る める

肯定詰 20 7 13 15 15 18 

否定詰 4 17 11 9 9 6 

0実践内容の課題と提宮

@ 本をベースにし， 12回でどれくらいのことができるか，軒醤をたてるのが厳しかった.

・内容が数学なので， r横断的学習の実現 jやf在り方・生き方を考えるJIこ対する肯定者が少な

かったFことは，その通りだと思った.r探求的学習 Jや「学び方・考え方を学ぶjについては肯定者

が多かったのでF 安心した.探求的学習から横断的学習に結びつけていくよう，導くことを今後で

きればよいと患う.

・授業にほとんど夢加していない生徒もみられたので，興味をもたせることができなかったのだと患

う.r数学は普手だからわからないjと感じている生徒の意織を変えることがで脅なかった.

・考えた結果を発表させる形態を作ることが，うまくできなかった.

・授業時間以外の課題を出すことが雛しく，実際ほとんどできなかった.

・いろいろ反省点はあるが，普段の数学の授業ではできないことや，考える時間をとることができた

ことは有意様であった.また，生徒の感想にf数学以外の問題についても，この授業で学んだ考

え方を用いて，あきらめずに考えていきたいJとあったのでよかった.
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〈資料4)

H23年度 2年次総合的な学習の締隣 fブ自ジェクトワークj 欝襲警也鍵露

。プ器ジェクト名 :4.験留を箆て脅える

。異体的な活動内響(雛路)

いくつかの峡磁を鑑麓し、それらの駿閣についての襲撃惣を述べ援り返る活動を行った。

。生徒の自己評価集計 1(劉笹数)

i 以下の頃自が実現できたと思うか。

活動臨機の 主体的課題 主体的思考
横断 的 学 習 探 求 的 学 習 主体的学習

把握 発見 判断

禽定 14 18 17 14 13 12 

寄定 7 3 4 7 8 9 

O生徒の患己評楢集計 11 (歯笹数〉

11.以下の項目について学習成果があったと思うか。

解決への創 解決への協
色鮮び方・考え 在り方・生者 課題発箆力 諜題解決意

を高める
造性を高め 働指向を高

方を学ぶ 方を考える 欲を高める
る める

肯定 20 15 13 14 14 13 

否定 1 6 8 7 7 8 
」一一

0実践内容の操踏と提暫

映薗を観るという行識が娘楽として単に楽しいというだけではなく、その背景や考え方を知ることで

映留の見方が深まるだろうと期待してこの活動を行った。この活動では、生徒が知っているだろうと思

われる知醸と験閣の内容を考えながら秩癒を選択したが、予想以ょに生徒の知機量や社全に対す

る興昧・関心が延く、生徒!こ合わせた映掘を選択することが難しかったoただし、生徒の反応を売ると、

なにか物事を考えるきっかけとなったと恕われる発言もあったため、それなりの効薬はあったと考えら

れる。
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(資料5)

H23年援 2年次総合的な学警の襲警襲警 fブ白ジェクトワーウJ I襲警護・接.

。ブ岱ジェクト名 :5.ヱコカーや畿力委襲撃の轄幾 a蕗から石油笹子どもの来来iこ鍵.

0:1義体的な活動開審〈難路〉

細工コカーや選撃力発警護えよどの議エネiレギー技畿の轄梁を、議議患を示して苧懇する活動を行った。

-1議から高鴻を作る競争軽として、議濠大学の菱重議護教援が発覧した効率よく右油を作る灘や、より

額援の遊んでいる金重撃が謀者する畿などに議題し、議多警の代欝エネルギーとしての事j踏を考える活

動を行った。

O生畿の騒己議事犠簸針 I(盛警護金〉

L 以下の議 gが実現できたと思うか。

活動包壌の 主樟的課題 主体的思考
機断的学習 探求的学審 主体的学習

把襲撃 発箆 判断

欝定 6 6 5 5 6 6 

吾定 l 1 2 2 l 

。生徒の蕗己欝極集計 11 (儲箸数〉

日以下の寝自について学習成果があったと態うか。

学び方・考え 在り方・生き 課題発見力 課題解決意
解決への樹 解決への協

方を学ぶ 方を考える を高める 欲を高める
造性を高め 働指向を高

る める

肯定 6 6 5 7 7 7 

否定 1 2 。 。 。
一

0実践内容の棋趨と提書

・エコカーと呼ばれる様々な省エネルギー車の未来や、洋上風力発電が島本には遣していることを鶴

ベ上げることで、数年後に主流となる技備の将来を犠拠を示して予想した。この活動を通して、原発

の代替エネルギーとしての可能性までも視野に入れた学習となった口

a はじめは、 f灘から実態に石油を作ってみようjということで、学校での生産を帯え、筑波大学の渡遁

信教授にメールを出したが、テレピでも紹介されるように忙しいことからか、返慣が撫かった。

したがって、調べ学習になってしまったが、神戸大学ベンチャー企業が保有を明らかにした捜本渡

などの他の新技衡などの将来性なども検討に加えるほど主体的に学瞥活動が行われ、原発の代替

エネルギーとしての火力発建に応用することで、脱炭紫社会にも賞献できることを提言する内容に発

援した学習となった。
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(資料6)

H23年度 2年次総合的な学鷲の暗闇 fプ口ジェクトワークj 藤鍾糧援欝

Oプ口ジェクト名:6.アジア鱗人プ口グラム

0具体的な活動内務〈線路)

・インドネシアの高校生と箆簡のゴミ鱈題について解決簸を奪え実践する 0

.インドネシアの高校生を受け入れるための準鐘瞥種学学欝

・スカイプによる交流

。生徒の自己辞髄集計 I(回答数)

i 以下の項自が実現できたと思うか。

探求的学習
活動目標の 主体的課題 主体的思考

主体的学習横断的学習
把櫨 発莞 判断

肯定 19 16 12 13 16 13 

宙定 1 3 8 7 4 6 

0生徒の自己静値集計 11 (闘答数〉

11 以下の項目について学習成果があったと思うか。

学び方飾帯え 在り方・生き 課題発箆力 課題解決意
解決への即l 解決への協

方を学ぶ 方を考える を高める 欲を高める
造性を菰め 働指向を高

る める

常定 18 17 18 19 18 19 

否定 2 3 2 l 2 1 
一

。実践内容の館組と提言

本プ口ジェクトi玄、 H22年 10月からトヨ歩財酪のアジア隣人プログラムの助成をうけ、インドネシアと

日本の高校生が碕簡のゴミ問題を考え、解決するための方法を探求し、実践していくというプロジェ

クト参加者 20名で行ったものである。プロジェクトを実践するに当たって、なるべく高校生自身に身近

なゴミ問題について主体的に考え実践して欲しいと顛い、生徒リーダーを中心に活動を行ってもらっ

たが、刊誌本組内だけではなくインドネシアの高校と連慢を取りながらの活動であったところ、 2)生徒

鹿島が自分で謀題を発見して行動することに、まだまだなれていなかったところ、 3)教員側も、今の

生徒の実情にあった指導が不足していたことなどから、活動自棋の把握や主体的諜題発見の項毘

の答定的閤警が高かった。教員舗が、活動向容を漫示すると、それにこだわってしまって、その枠か

ら出られないことを危懐し、極力、教員は口出しをしないようにしたが、それが、生徒の混乱や活動毘

壌の把握の鍵しさにつながったといえる。活動自様も、生畿自身に考えて欲しかったのだが、指導方

法も現在の生穫の様子にあった方法を考えていかなければならない。

ただ、準いにも、このブロジェヲトをきっかけに趨欝釣捜野にたった卒業務究の応募者が倍増し、イ

ンドネシア題検定にも 2名〈王厳〉舎絡、またインドネシアへの留学を希望する生穫が 2名現れるなど、

一定の成果を上げることができた。
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〈資料7)

持23年産 2華字決襲撃合的なき群撃の襲警鱗 fブ器ジェクトワーウJ I撃重量撞幾奮

Oプロジェクト名 :7.小さな王手鞄車種量産について考える

。奥体的な活警告内審〈畿警護〉

u平和をf護暴力の不在状態 jとする定量産本に墓づき、験E襲a響楽・資料鍵・艶構蕗・インうZーネットの資

料を事IJ1脅して、戦争盤紛争奮獲瀦儒禽盟といった広務のf暴力 jについて触れる。

櫨各資料に箆られるf暴力 jの隣容について整理し、その多機性について考える。

線上Ie定畿に立った瞬、器本社重量がf平和 jであると醤えるかどうか、根拠を示して蟻述する。

サ幹事和挟態のf政務jのため、できるf小さなことJI立構か、考える。

傘行為者の瞬らかなf自華鏡暴力 J(こ麗え、行進者。〉特定が閤難である「構造的暴力 J、そしてそれらを

韮進也するf文化暴力 jの3種をその接野iこ禽んでいる。重機器カの本在状態をf消極的平和 j、

構造暴力の不在挟態をf犠盤的平和 jとし、礎方の難現こそが平和構襲の髄様であるとする。

G生徒の鹿己欝鍾集計〈密警数〉

1.以下の寝 gが実現できたと患うか。

活動臨機の 主体的諜鑑 主体的思考
横断 的学習 探求的学習 主体的学習

把握 発箆 判断

肯定 20 21 22 15 15 15 

否定 2 1 。 7 7 7 
一一一一一一一一一

11.以下の項自について学習成果があったと思うか。

学び方・考え 在り方・生き 課題発晃 諜題解決意 解決への創造 解決への協働指

方を学ぶ 方を考える 力を高める 欲を高める 性を高める 向を高める

肯定 22 21 15 14 16 21 

苔 定 O l 7 8 6 1 

一一
0実践内容の標題と提首

-課題発見力について不十分な成果となった点が、改普すべき最大の標題である。平和に関する鰭

探題を、遣い世界(あちら)rこ発見させることで終わったならば、平和教育はかえって有害iこすら成り

うる。生徒の日常(こちら)の中に標題を見つける安勢を膏むことが不可欠である。

-学習の主体性について醸越が残った。これは、常に与えられた資料に対して活動が展開されたこと

によるものと思われる。健々の日常に臨を向けさせ、そこにf実はj存在する暴力について考えさせる

活動を充実させるべきであったoそれにより、課題発晃カについても故笹が期待できるだろう。

霊平和構聾のr実現の詔難さjが箆蹟される一方、その解決への意欲や鎖造住について消極性を助

長する結果となった危険性がある。平和構築のf成功 j事例に触れる等の賦みが必要であろう。
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(資料8)

H23年度 2年次総合的な学欝の善寺関 fプロジェクトワークJ I薬務包接君

。プaジェクト名 :8.αプロジェクト

OJ亀体的な活動内務(概略)

f揚近な環境の改瞥2をテーマ!こ、被災地への支援と校内環境改畿に取り組んだ。被災地支掻で

は、節竃対策への支援として、朝顔グリーンカーテンを送る取り組みをおこなった、橋報収銀にはじま

り、資金鶴遣のための募金活動や、数量豊方法と資材2舗道義、また、畿地とのコンタクトなどを生徒臨ら

が行い、一応の濃民主を得た。綾内灘境放欝では、改欝すべき問題重点の発箆からその解決までを行

った。 f学校通用問路辺の除草溝捕作畿j、『務審を鰭り合うペンチの綾盤』、 Eとにかくガラスをきれ

いにしたい』の 3つのグループに分かれて取り組み、それぞれが議初の自携を遊成することができた口

0生誕の自己評偏集計 I(回答数〉

1.以下の項目が実現できたと患うか。

活動目標の 主体的課題 主体的思考
横断的学習 探求的学習 主体的学習

把捜 発見 判断

肯定 19 19 17 18 18 15 

e定 。 。 2 1 。 4 

0生徒の自己評価集計 11 (回答数)

日 以下の項目について学習成果があったと思うか。

解決への創 解決への協
学び方・考え 在り方・生き 課題発見力 課題解決意

造性を高め 働指向を高
方を学ぶ 方を考える を高める 欲を高める

る める

宵定 17 13 15 17 18 18 

否定 2 6 4 2 1 

。実践内容の旗艦と捷嘗

f主体的学習J，r喪り方生き方を考えるJ，r.票鰭発見力を高める』の 3つの項目で否定的な回答

が多くあった。これは、被災地と様わるにあたって、先方の都合に配議する必要から、教員がイニシア

チブをとる機会が多くあった点に由来すると患われる。こむことは、予め生徒遣にも伝えてあった点で

あるが、 f君遣の主体的な取り組みとして東経惑をもって進めてほしいJという方向性との矛請は否め

ない。懇まさされた事とは嘗え、もう少し綿やかな指導ができれば、改善の余地があったと思われる。

モノや情報が過艇に行き交う中にあって、怠らが、今必要とするものを擦し、糖査し、使うという機

会を、バーチャルではなくリアルに経験して数しいと患い、このプロジェクトを立案した。構定的な囲答

が多かったことを好意的に受け止めれば、一応の成果 iま得られたのかもしれない。

大人が議長や成功を求めるあまり、 fd要以上に失敗を恐れる頬南が強いことを、最近の生徒遣

に感じている。しかし、港在的・本能的には、生徒遣も自分を鼠す機会を求めていることも実感できる。

総合学科的カリキュうムが担保できる可能性に期待し続けたい。
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